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英語科における言語活動
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本校英語科の捉える主体性

生徒が表現力を高め、自ら学んでいこうとする態度を育成するためには「どうすれば、これを伝えることが

できるのだろうか」「・・・するためには、どうすればよいのだろうか」等の課題意識をもたせることが必要

となる。本校英語科においては、このような意識の高まりを「主体性」と捉え、それを育成するために、主と

して次の２点を授業に組み込むことを行ってきた。

一つは、英語の使用場面を自分自身の問題として捉えることのできるよう「言いたくなるような場面」「言

わなければならない場面」の設定である。こうすることで、英語使用の必要感、切実感を与えることができる。

もう一つは、「英語では何と言うのだろうか」「習った表現で言うことができないだろうか」と言語材料をもと

に、課題の追究・解決へと向かう意識をもたせることである。

評価規準の設定

与えられた場面に応じ、自分の意見や考え、思い等、内容の伴ったメッセージを主体的に発信することので

きる生徒が、本校英語科の目指す生徒の姿であるのは先述のとおりである。しかし、「何をもって、よしとす

るのか」「どのような内容について言う（書く）ことができれば、表現力が高まったとることができるのか」

などの、生徒が英語で表現したものについての評価規準については、具体的な検証は進んでいなかった。

そこで、平成２５年度においては、次のことに主眼をおいて研究を進めてきた。

まずは、教師が具体的な表現例（英文）を、「二つを比べた上で、片方のよさを表現している」「自分の経験

を表現することで、説得力を付加している」等の視点から、評価規準として予め設定しておく。言い換えるな

ら、「このような具体例で示される英文を表現する力を生徒に付けたい」という明確なゴールをもつのである。

そして、実際の言語活動の中で表現された英文を評価する。さらに、事前に準備しておいた手立てを講じなが

ら表現力を高めていくという、形成的評価の考えをベースにしている。

単元ごとにこのようなゴールの姿（生徒に付けたい力）を設定し、各単元が終了する度に生徒の表現力が高

まっていくという、少しずつの段階を踏んだ授業を展開してきた。

また、既習事項を繰り返し学習したり、他の言語活動で身に付けた思考法や表現の仕方を再び利用したりす

ることで、スパイラル的に表現力が高まっていくものと本校英語科では捉えている。

言語活動の実際

各単元において明確なゴールを評価規準として設定した後は、どのような言語活動が生徒の思考・判断に基

づいた表現を、教師の求める表現にまで高めることができるのか、という物差しで授業をつくっていくことに

なる。生徒の思考を、その表現したもの（発話、作文等）から見取り、教師の想定するいわゆる「Ａ」の規準

までに導くために、授業においては様々な言語活動（タスク）とそれに付随する手立て、工夫が準備されなけ

ればならない。

言うまでなく、生徒に示す課題は「考えてみたくなる」「英語で表現したくなる」場面でなくてはならない。

また、学習指導要領で示されているように英語における４技能のバランスや関連付けを図った活動であること

を前提としている。次頁からは、各学年における実践例を紹介する。

英
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